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要旨：本実験は、4 つの音を聞きその 4 音の中からコンピュータが事前に無作為に非公開で選
していた 1 音を識別するという試行を一般の被験者に繰り返させ、その結果、被験者が通常
感覚では選定されていた音を有意に識別することができない場合でも、被験者の脳は選定され

ていた音を識別している可能性があるという事を、選定されていた音を聞いた時の被験者の聴

覚誘発電位ピーク潜時の有意な変位の存在から示し、人間の下意識に於ける未知の情報伝達の

存在可能性を示唆する。 
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１．はじめに 
<１行あける> 

 人間の意識における認識が感覚受容器からの情

報に主に基づいていることは、経験上明白なこと

である。一方、人間の下意識に於ける認識が感覚

受容器外からの情報にも基づいている可能性は、

否定することが出来ない。 
 Warrren たち 1) は、人間の下意識における感覚

外認識の存在を視覚誘発電位実験により示唆した

2,3）。本実験は、人間の下意識に於ける感覚外認
識の存在可能性を、聴覚刺激誘発電位実験を行い

検討したものである。 
 

２．実験方法 
 
 被験者に 630Hz 前後（約±10％以内）、50ms
継続脳波を右耳朶を基準電極として単極誘導で測

定する。1 回の試行において、4 つの音を 3 秒間
隔で聞かせるが、その内の 1つがターゲットとさ
れ、被験者はそのターゲットを識別するという態

度を常に持ちつつ音を聞く。4 つの音の音程と
ターゲットは、各試行の直前にコンピュータによ

り無作為に決定されるが、被験者及び実験者には

知らされない。各試行の直後に、被験者はター

ゲットと推測した音の番号をコンピュータに入力

する。その直後に、コンピュータはターゲットの

番号と被験者が推測した番号を記録し、両者が一

致したかどうかのみを被験者及び実験者に知らせ

る。1 人の被験者に対して以上の試行を 100 回繰
り返すが、実験の進行は被験者とコンピュータの

対話形式で行われ、実験者は進行を監視するのみ

である。実験装置の概念図を Fig. 1に、１試行の
シ－ケンスを Fig. 2に示す。 
 各試行における.つの脳波から、ターゲットに
対する脳波と非ターゲットに対する脳波の対を選

出する。非ターゲットに対する脳波の選出に当

たっては、その集合の内で被験者がターゲットと

して推測した音に対するものの数が、ターゲット

に対する脳波の集合の場合と同じになるようにす

るなど、被験者の意識から見てターゲットに対す

る脳波の集合と非ターゲットに対する脳波の集合

が同等となるように注意する（Fig. 3 参照）。選
出されたターゲットに対する脳波と非ターゲット

に対する脳波の対の集合から、ターゲットに対す

る聴覚誘発電位と非ターゲットに対する聴覚誘発

電位を計算し、その差を統計学を用いて検定する。 
 

３．実験結果 
 
 被験者は 50 歳の健康な男性である。100 回の
試行におけるターゲット推測の結果を Table 1 に
示す。p はこのような推測以上に偏った推測が偶
然に起こる確率を示す。 
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 100 回の試行における脳波の内、アーティファ
クトの混在が見られたのは 2回の試行においての
みである。それらを除いた 98 回の試行に於ける
392 の脳波を加算平均して得られた聴覚誘発電位
を Fig.4 に示す。聴覚誘発電位に特徴的な P１、
N１、P２、N２のピークがみられる。Fig. 5 に、
その 98 回の試行におけるターゲットと非ター
ゲットに対する脳波の対の集合から加算平均によ

り得られる、ターゲットと非ターゲットに対する

聴覚誘発電位を示す。P１～N２の各ピークの大
きさはほとんど変わらないが、各ピークの潜時

（音を聞いてからの経過時間）に差がみられる。 
 そこで、この差の有意性を統計的に検定するた

め、98 のターゲットに対する脳波と非ターゲッ
トに対する脳波の対を 10 のクラスに分け、各ク
ラスにおけるターゲットに対する聴覚誘発電位と

非ターゲットに対する聴覚誘発電位を計算し、各

聴覚誘発電位の P２のピークの潜時をデータとし
て取り、ターゲットに対する 10 のデータの集合
と非ターゲットに対する 10 のデータの集合を標
本として、2 標本検定（t-検定）を行った。その
結果を Table 2 に示す。p は、ターゲットに対す
る 10 のデータの平均値と、非ターゲットに対す
る 10 のデータの平均値が偶然にそれ以上の差を
持つ確率を示す。 
 

４．結  論 
 
 ターゲットの推測による意識上の認識の結果は、

5％有意水準（片側検定）で有意とは判定されず、
被験者の意識に於いて感覚外認識が存在するとは

判断できない。しかし、ターゲットと非ターゲッ

トに対する聴覚誘発電位の P２のピークの潜時の
差は、5％有意水準（片側検定）で有意と判定さ
れ、被験者の下意識においては感覚外認識が存在

すると判断できる。 
 なお、Warren たち 1) の実験報告も本実験報告

も、1 人の被験者に対するものである。今後は被
験者の数を増やし 4)、下意識に於ける感覚外認識

の普遍性の検証を行うことが望まれる。 
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（Table 1, 2 英文頁参照。） 
（Fig. 1-5 英文頁参照。） 
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